
２０１５年１１月
小高地域構想ワーキンググループ

（小高区地域協議会）４

小
高
の
ま
ち
な
か
を

楽
し
み
、
歩
き
、
考
え
る
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阿
武
隈
高
地
を
境
に
浜
通
り

は
な
だ
ら
か
な
東
斜
面
に
な
っ

て
い
す
。
麓
の
在
で
は
、
畜
産

酪
農
も
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

東
流
す
る
川
は
何
本
も
平
行

し
、
そ
れ
ら
の
河
岸
段
丘
は
太

平
洋
ま
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

太
平
洋
岸
の
海
岸
段
丘
に
は
、

海
沿
い
の
在
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
川
と
川
の
間
は
、
低
地
部

で
霧
も
で
ま
す
。
小
高
城
が
浮

舟
城
と
言
わ
れ
た
所
以
で
す
。

　

田
ん
ぼ
の
た
め
に
堤
と
呼
ば

れ
る
溜
め
池
が
た
く
さ
ん
で
き

ま
し
た
。
二
宮
尊
徳
の
教
え
で

す
。
阿
武
隈
高
地
か
ら
の
冷
た

す
ぎ
る
水
が
ぬ
る
く
な
る
機
能

も
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

横川ダム

高の倉ダム

▲懸けの森

小高ߩ⚛地

���
� ᐕ

ઍᓟඨߩ⥶ⓨ౮⌀ޕߔߢ

․ᓽࠆ地ᒻࠍᵴߚߒ߆

ᄙ᭽ߥ在ޕߔ߹ࠅ߇

※国土地理院電子地図より転載 1974-78 年空中写真（承認不要範囲）、一部加工
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十
月
四
日
（
日
）
午
後
、
小
高
の
晴
天
の
下
で

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
、
小
高
の
ま
ち
な
か
を
歩
き
、

未
来
を
考
え
る
企
画
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
三
つ
の
要
素
か
ら
成
り
ま

す
。
無
料
で
コ
ー
ヒ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
た
「
ま
ち

な
カ
フ
ェ
」、
小
高
の
ま
ち
な
か
を
専
門
家
の
解

説
を
交
え
な
が
ら
巡
る
ツ
ア
ー
「
小
高
あ
る
き
」、

そ
し
て
「
小
高
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
」
に
対
し
て
意

見
を
交
換
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　「
ま
ち
な
カ
フ
ェ
」で
は
地
域
の
方
の
手
に
よ
っ

て
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
が
淹
れ
ら
れ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
は
、

小
高
全
体
の
模
型
や
ま
ち
な
か
に
計
画
さ
れ
て
い

る
施
設
の
説
明
の
パ
ネ
ル
が
並
び
、
多
く
の
方
が

コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
小
高
あ
る
き
」
は
七
月
四
日
に
続
く
第
二
弾

で
し
た
。
前
回
と
は
異
な
る
コ
ー
ス
を
、
歴
史
的

建
造
物
・
町
並
み
の
専
門
家
の
方
々
の
案
内
に

そ
っ
て
巡
り
ま
し
た
。
同
時
に
「
小
高
ま
ち
な
か

プ
ラ
ン
」の
解
説
も
実
際
の
空
間
を
前
に
行
な
い
、

小
高
の
過
去
と
未
来
に
想
い
を
馳
せ
る
ツ
ア
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　
小
高
あ
る
き
を
終
え
た
後
に
、「
小
高
ま
ち
な

か
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
小
高
区
、
原
町
区

か
ら
東
京
都
、
兵
庫
県
ま
で
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら

二
十
数
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
六
〜
七
頁
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　イベント全体では四時間ほどの間
に百人を超える方々にお越しいただき
ました。南相馬のみなさまにお手伝い
いただき、小高商工会、小高浮舟ふ
れあい広場、3B＋α、南相馬市文
化遺産を活かした復興まちづくり実行
委員会、菓詩工房わたなべ、松月堂、
スターバックスコーヒージャパンの皆様
（敬称略、順不同）にご協力をいた
だきました。ありがとうございました。

まちなカフェ
小高あるき 

－ 第２弾 －

まちなかプラン

×

×

2015年度　第３回小高地域構想ワーキンググループ
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今
回
の
コ
ー
ス
は
通
り
ご
と
の
特
徴
や
敷
地
の

使
い
方
な
ど
に
注
目
し
な
が
ら
歩
き
、
二
ヵ
所
の

建
物
を
見
学
す
る
も
の
で
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
駅
前
通
り
を
西
に
進
み
、

か
つ
て
の
川
筋
を
小
高
小
学
校
に
向
か
っ
て
進
み

ま
す
。
絹
業
会
館
は
格
子
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

装
飾
が
特
徴
的
な
建
物
で
す
。
所
有
者
の
方
に
小

高
の
絹
業
の
変
遷
を
お
話
い
た
だ
き
、
そ
の
後
建

物
の
中
に
も
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
使

わ
れ
て
い
た
機
業
場
の
屋
号
の
書
か
れ
た
札
入
れ

が
壁
に
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
二
階
に
上
が
る
と

広
い
窓
が
あ
り
、
テ
ラ
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
気

持
ち
の
良
い
陽
の
光
が
差
し
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
小
高
商
業
高
校
の
前
を
通
り
北
東
方
向
に
進
み

ま
す
。
蔵
の
窓
の
設
え
や
商
業
高
校
の
校
舎
の
梁

の
形
な
ど
に
さ
り
気
な
い
装
飾
が
見
つ
か
り
ま

す
。
小
高
の
建
物
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
綿
屋
で
は
敷
地
の
中
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、
駅

前
通
り
か
ら
は
見
え
な
い
、
三
つ
連
な
っ
た
蔵
と

対
面
し
ま
し
た
。
綿
屋
は
か
つ
て
常
磐
線
沿
線
に

支
店
を
展
開
す
る
な
ど
し
て
い
た
呉
服
屋
で
し

た
。
蔵
は
明
治
・
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
が
、震
災
の
影
響
で
一
部
損
傷
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
小
高
あ
る
き
か
ら
、
小
高
の
ま
ち
な
か

は
製
造
業
や
卸
業
な
ど
が
営
ま
れ
る
多
面
的
な
機

能
を
有
し
て
い
た
街
だ
っ
た
こ
と
や
、
在
や
他
の

地
域
と
の
結
び
つ
き
が
そ
れ
ら
を
支
え
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
小
高
全
体
の
将
来
を
考
え
る

上
で
も
意
識
し
た
い
こ
と
で
す
。

小
高
あ
る
き
第
２
弾

「
ま
ち
な
カ
フ
ェ
」
開
店
！

地域スタッフ＆
スタバスタッフの声

絹業会館

小高商業高校

スタート&ゴール

綿屋

妙見通り小高あるき
当日のコース

小高小学校

▲ 昔の駅前通りの様子と見比べながら歩きました

▲ まちなかプランを見ながら歩く人も

▲ 書類が当時のまま残っています

▲ 絹業会館の前で解説を聞きました

▲ 綿屋の母屋に続く、三連蔵

▲ 模型を見て話す来場者の方々

◀ 古地図を使った「この場所どこ
でしょうマップ」

▲ まちなかプラン案に、付箋で
ご意見をいただきました

　今回まちなカフェのボランティアとしてお手伝い
をさせていただきましたが、最初は、私に出来るこ
とがあるのか、迷惑をかけてしまうのではないかと
不安でした。しかし、小高に住んでいた方以外にも、
復興を応援している方がたくさんいることに気付か
されました。まだ出来ることは限られていますが、
このような機会があれば、ぜひ参加したいと思いま
す。
　震災後、私にとっては久しぶりの小高でしたが、
おじいちゃんやおばあちゃんの住んでいたあの大好
きな小高の町並みやお祭りなど、早く以前のように
「復活」してほしいと強く思いました。(中学２年 )

　自分の故郷の復興に向かうための一つとして、東
大の皆さんとスターバックスの皆さん達とボラン
ティアで、短い時間でしたがとても有意義な時間を
過ごすことができました。ありがとうございます。
                                　　　　　　  （原町高校一年）
　
　今回地元の復興の為スターバックスチームをはじ
めとした多くの人の協力の元、まちなカフェが出来
た事、この企画に参加できた事大変嬉しく思います。
今回の事だけで終わらずこの事が活かせるようにし
ていけたらいいなと思います。　　（原町高校一年）

　当日は、多くの方が、私たちが淹れたコーヒーを
飲みながら小高区の「これから」や、「いままで」の
ことを話されていました。参加者の方の表情をみな
がら、「地域をつくる」ということはとても難しい課
題ですが、コーヒーを片手にいろんな話をすること
が第一歩で、必要なことかもしれないと感じました。                                                                                                         
　　　　　　　                 　　　 　( 理学療法士 )

スターバックスでは、震災から今日まで東北各地で
コミュニティカフェのお手伝いをさせていただいて
おります。今回は“小高まちなかプラン”の共有及
びご意見を伺う場として、はたしてコーヒーの力で
お役にたてるのかと心配をしておりましたが、コー
ヒーを飲みながらこころ穏やかに、様々な世代が小
高の未来について語り合うシーンを拝見することが
でき、今回のプロジェクトを通してまだ入口ではあ
りますが、小高の皆様と“思いを共有”できたと実
感しております。引き続き小高の未来を応援する一
員としてお手伝いさせていただければ幸いです。
（スターバックスコーヒージャパン株式会社社員）

　「
ま
ち
な
カ
フ
ェ
」
で
は
、
中
学
生
・
高
校
生
を

含
む
七
名
の
地
域
ス
タ
ッ
フ
が
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク

ス
カ
フ
ェ
の
店
員
に
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
習
い
、

来
場
者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
前
、
ま
ち
な
か
に
お
店
を
構
え
て

い
た
「
菓
詩
工
房
わ
た
な
べ
」「
松
月
堂
」
か
ら
お

菓
子
も
ご
提
供
頂
き
、
午
後
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
小
高
地
域
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

活
動
紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
を
作
成
し
た
ほ
か
、
カ
フ
ェ

の
場
で
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
を
解
説
し
な
が
ら
、
来

場
者
の
皆
様
と
小
高
の
将
来
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。

▲ にぎわう小高浮舟ふれあい広場
カフェには、約 120人もの方が訪れ、コーヒーを楽しみました。



第
一
回
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
！ 

　
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
案
本
体
は
、
小
高
区
役
所
・

市
役
所
本
庁
舎
・
鹿
島
区
役
所
・
浮
舟
文
化
会

館
・
仮
設
住
宅
集
会
所
な
ど
に
配
置
し
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

南
相
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
。

十
一
月
十
八
日
〜
二
十
日
頃
に
各
仮
設
住
宅

集
会
所
を
回
り
、
座
談
会
を
開
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

十
一
月
十
五
日
（
日
）
午
前
十
時
半
か
ら

第
二
回
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

                                     
    

▼
場
所:

浮
舟
文
化
会
館 

第
一
・
二
研
修
室

十
一
月
十
八
日
（
木
）
午
後
七
時
か
ら

第
三
回
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

▼
場
所:

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬
）　

　

※

十
五
日
と
十
八
日
は
同
一
の
内
容
で
す
。

　
　
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆
座
談
会

十
一
月
二
十
日
（
金
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
受
付
〆
切

※

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
方

も
、
メ
ー
ル
やFAX

等
で
随
時
ご
意
見
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

南
相
馬
市
小
高
区
地
域
振
興
課

福
島
県
南
相
馬
市
小
高
区
本
町
２
丁
目
７
８
番
地 

TEL: 0244-44-6716   FAX: 0244-44-6047
m
ail:m

urai-hiroyuki@
city.m

inam
isom

a.lg.jp

東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科

地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

〒113-8656 　

東
京
都
文
京
区
本
郷7-3-1 

                       

工
学
部
１
号
館411

TEL: 03-5841-1845   FAX: 03-5841-6265
E-m
ail: odaka@

td.t.u-tokyo.ac.jp

小
高
地
域
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
　
　

  （
小
高
区
地
域
協
議
会
）

皆さん小高の
どこかわかりますか？
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ワーキング
グループ小高区民

❺

❹ ❷

❸ ❶
❻

小高区
地域協議会

南相馬市役所

11/20（金）ご意見〆切

住民の実践
行政と住民の協働

❶ 提案
話し合い修正

❷ 承認

❸ 提案

❹ 話し合い

  

　
　

❺ ワークショップ修正

  10 月

  11 月

  9 月

  8 月

2015

全４回のワーキンググループを開催

小高区地域協議会の提案で、地域構想2014 
　 冬 ワーキンググループを設置

地
域
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動❻ 提案

行政計画への反映

　

他
企
画
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
時
間
が
、
一
時
間
少
々
と
大
変
短
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
議
論
の
時
間
を
十
分
に
設
け
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
回
の
反
省
を
ふ
ま
え
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
を
伺
い
や
す
い
よ
う
に
、
二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
活
動
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ま
と

め
た
も
の
が
「
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
」
案
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
さ
ら
に
反
映
さ
せ
修
正
し

た
「
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
」
を
、
小
高
区
地
域
協
議
会

か
ら
南
相
馬
市
役
所
に
届
け
ま
す
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
文
献
・
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
・
景
観
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
ま
ち
な
か
の

意
義
や
歴
史
、
震
災
前
の
風
景
を
話
し
合
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
今
後
の
予
定

　

小
高
あ
る
き
の
後
に
、
今
回
初
め
て
の
お
披
露
目

と
な
っ
た
「
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
直
接
ご

意
見
を
伺
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

◀ 小高あるき第二弾からそのまま参加してくださっ
た方も多く、歩いた感想も含め、小高の魅力を共有
しました。ワークショップのまちなかプラン部分の
詳細は、11/1 配付の記事をご覧ください。

▲ ワークショップの様子。３つのテーブルに分かれて話し合いました。
▪巧く出来ているまちなかの空間
　「まちなかの敷地が縦長でユニーク」「学
校、病院、商店などが駅前に集中してい
たところ」「駅前通りに色々なお店が建ち
並ぶ」「小学校周りがなんかいい」など、
まちなかの空間の魅力がたくさんあがり
ました。
　「使い方を変えれば素敵に変身しそうな
建物がある」という素晴らしいアイディ
アも！

▪自然があってこそ！
　「自然が豊かでのどかなところ」「町と
山と海がコンパクトにまとまっている」
「自然・食べ物の宝庫」。季節を心身で感

▪究極は人！それがにじみ出るまち
　「人が温かい」「のんびりほのぼのした
まちと人柄」「ゆるくて”ふつう”な感じ
がよい」。

▪なんといっても深みのある歴史
　「歴史のあるまち」「歴史と文化」であり、
「野馬懸」「古くから盛んであった呉服と
建物の町並み」「蔵や石造りの建物がまち
なかに点在しているところ」といった具
体的な風景があがりました。

▪古さと新しさとの共存
　さらに「古い町並みと新しい町並みが
両方見られるところ」「時代ごとに新しい
様式を取り入れてきたところ」といった
ように、ワクワクする新しさもまちなか
の魅力であることが共有されました。

Q. どんなところが小高の魅力ですか？

▲ 模型は、おだかぷらっとほーむ（旧すずきミート）
にあります！



小
高
地
域
構
想
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
小
高
区
地
域
協
議
会
）

  

ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
案
へ
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
の
ご
参
加
も

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
大
学 

工
学
部
都
市
工
学
科 

地
域
デ
ザ
イ
ン
研
究
室

03-5841-1845   odaka@
td.t.u-tokyo.ac.jp

南
相
馬
市
小
高
区
地
域
振
興
課

0244-44-6716

小
高
区
地
域
協
議
会
の
提
案
を
受
け
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
を
中
心

に
小
高
の
復
興
に
関
心
を
持
つ
人
々
が
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
力:

仲
光
寛
城
（
ナ
カ
ミ
ツ
デ
ザ
イ
ン
）

小高の秋

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
予
定

 

復
興
拠
点
施
設
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
行
こ
う
！

第
一
回
　
十
一
月
一
日
（
日
）　
　 

十
三
時
か
ら
　
浮
舟
文
化
会
館
（
終
了
）

第
二
回
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）　
十
三
時
か
ら
　
浮
舟
文
化
会
館

第
三
回
　
十
一
月
十
九
日
（
木
）　
十
九
時
か
ら
　
原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬
）

第
四
回
　
十
二
月
十
三
日
（
日
）　
十
三
時
か
ら
　
浮
舟
文
化
会
館

　
ま
ち
な
か
で
計
画
さ
れ
て
い
る
復
興
拠
点
施
設
に
つ
い
て
、
南
相
馬
市

が
、
全
四
回
の
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

　
小
高
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
話
し

合
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
。十

一
月
十
五
日
（
日
）　
午
前
十
時
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
舟
文
化
会
館
　
研
修
室

十
一
月
十
八
日
（
水
）　
午
後
七
時
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
ラ
イ
フ
南
相
馬
）　

facebook 始めました！

「小高地域構想ワーキンググループ」 で

検索してください。 活動状況を随時

更新しています。


